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兵庫
416万人
17％

京都
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8％ 滋賀
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4％

奈良
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4％

和歌山
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3％
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2％

関 東

292万人
12％

中 国

四 国

九州・沖縄

近畿圏以西 287万人
（12％）

近畿圏 1,559万人
（63％）

近畿圏以東 624万人
（25％）

来場者総数 2,820万人
うち、国内来場者 2,470万人（近畿圏内 1,559万人 近畿県外 911万人）
うち、海外来場者 350万人（12%）

大阪
665万人
27％

64万人
3％

121万人
5％

101万人
4％

275万人
11％

北陸・中部

北海道・東北

（％は国内来場者総数に対する割合）

１．来場者の方向別内訳

１

※１９９０国際花と緑の博覧会の来場者実績等をベースに推計



２．主な来場者想定ルート

２

〇公共交通利用においては、主に３ルート（①中央線、②桜島線、③淀川左岸線）を想定。
〇主要駅ターミナルからのシャトルバスの運行も予定。
〇自家用車利用については、P＆R駐車場（A舞洲、B尼崎、C堺）からのシャトルバスを想定。
(B,Cに優先して誘導)

会場周辺拡大

広域図



3．来場者輸送対策

3

１）需要平準化策
①チケットコントロールによる平準化（日間）



※ 公益社団法人 2025年日本国際博覧会協会にて推計

船 舶

【交通手段別来場者内訳】
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約2割
低減 【今回想定】
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3．来場者輸送対策



3．来場者輸送対策
１）需要平準化策
②入場券予約制度による需要平準化（時間）
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3．来場者輸送対策
２）供給拡大策（主なもの）
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４．万博交通による影響 （道路・鉄道）
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中央線140％
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夢舞大橋
3車線化

至尼崎方面

北港JCT夢舞大橋
⑥ 【対策】3車線化による容量拡大
〇：交通容量：5940pcu/h

＞需要：4419pcu (8時台)
(一般900+万博3519)

湾岸舞洲出口(尼崎方面から)
〇：交通容量：1350pcu/h

＞最大需要：837pcu(10時台)
(一般377+万博461)

桜島シャトルバス
ピーク：91便/時

JR
桜島駅

天保山大橋

淀川左岸舞洲出口
〇：交通容量：1350pcu/h

＞需要：215pcu (10時台)
(一般44+万博171) 

此花大橋(高速+一般道)
〇：交通容量：5940pcu/h (3車線化後)

＞需要：3735pcu(10時台)
(一般1771+万博1963)

此花大橋(左岸線出口＋北港通)
〇：交通容量：2500pcu/h

＞需要：1355pcu(10時台)
(一般650+万博704)

湾岸舞洲出口（南北合流→此花大橋)

【対策内容（案）】
⑦ 2車線化による容量拡大
⑧ 出口部の此花大橋付加車線直接接続
〇：交通容量：1350pcu/h(改良前) 

→2400pcu/h(改良後)(詳細分析中)
＞最大需要：2380pcu(10時台)

(一般1121+万博1259)

白津1丁目交差点(西行)

【対策内容】
④ 交差点改良（車線構成変更）
⑤ 信号現示調整

〇：交通容量：4400pcu/h
＞需要：4100pcu (8時台)

(一般1600+万博2500)

北港通
〇：交通容量：2500pcu/h

＞需要：996pcu (10時台)
(一般606+万博390)

pcu:乗用車換算台数
(交通量計算を行う際の車両台数原単位)

内訳

凡 例

改良(検討)箇所

阪神高速
５号湾岸線

阪神高速
５号湾岸線

一般交通日pcu
(ピーク時pcu)

万博交通日pcu
(ピーク時pcu)

1
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6

78

9

舞洲東
交差点改良

白津1丁目
交差点改良

此花大橋
3車線化

舞洲出口
2車線化

天保山JCT
渡り線

2車線化

舞洲P＆Rバス
ピーク：82便/時

天保山JCT

湾岸舞洲出口(天保山方面から)
×：交通容量：1350pcu/h (1車線)
＜最大需要：1543pcu(10時台)

(一般745+万博798)

湾岸舞洲出口部～此花大橋部イメージ

淀川左岸線へ

北港通より

天保山JCT方面より

此花大橋舞洲方面へ
2車線→3車線(工事中)

尼崎・神戸より

直接流入式
改良区間

2車線化
改良区間

2車線区間
7

8 阪神高速
５号湾岸線

北港通

天保山JCT渡り線(大阪港線→湾岸線)

【対策内容（案） 】
⑨ 2車線化による容量拡大
〇：交通容量： 1700pcu/h(改良前)   

→2600pcu/h(改良後)(詳細分析中)
＞最大需要：1998pcu(10時台)

(一般1359+万博639)
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博覧会会場交通ターミナル
【受入能力と想定来場台数の比較】 1時間当

設備 来場 退 場 A
受入能力 想定来場 受入能力 想定来場

〇駅シャトル： 630台 ＞ 185台 252台 ＞ 171台
〇Ｐ&Ｒバス: 630台 ＞ 157台 252台 ＞ 152台
〇タクシー ： 210台 ＞ 150台 180台 ＞ 139台

〇1時間想定最大利用台数で、ミクロシミュレーションを実施し、ターミナル内におい
て交通支障が発生しないことを確認

舞洲東交差点(東→南左折)

【対策内容】
① 東→南（会場方面）の左折2車線常時可
に変更

② 南→東（市内方面）の右折立体交差化
③ 信号現示調整

〇：交通容量：2200pcu/h
＞需要：1670pcu (8時台)

(一般1000+万博670)

交通容量（改良後）

交通容量（改良前）
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４．万博交通による影響 （道路：舞洲付近）



５．働きかけＴＤＭ
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１） ① TDM実施の強度分けのイメージ



５．働きかけＴＤＭ
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１） ② TDM呼びかけカレンダーイメージ



５．働きかけＴＤＭ

11

２） ① 鉄道迂回イメージ



５．働きかけＴＤＭ
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２） ② 阪高大阪港線渋滞発生時の迂回想定ルート



５．働きかけＴＤＭ

13

大阪圏における鉄道の主要区間の平均混雑率・輸送力・輸送人員の推移

Osaka Metro 
中央線

１４０％
↓

１２０％

目標

〇働きかけTDMにより、＜鉄道＞OsakaMetro中央線 混雑率120％
＜道路＞阪神高速 渋滞長が通常の最大値を超えない を目指す

３） 達成目標



６．今後の検討・対応が必要な課題

14

＜全体＞
〇TDM実施の必要性の浸透
〇チケットコントロール等で想定していない来場者への対応
○来場者に対する各交通機関の混雑状況等のリアルタイム提供

＜鉄道＞
〇混雑時における駅ホーム等における誘導
〇整列乗車マナーの意識啓発
○輸送障害時における対応

＜バス＞
〇シャトルバス発着ターミナルにおける案内誘導

＜道路＞
○高速道路等における迂回誘導対策
〇舞洲付近の交通誘導策
〇うろつき交通の発生可能性とその対策
○大阪・関西圏以外からの自家用車の対応


